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学年
がくねん

のしめくくりを元気
げ ん き

にすごすために 

3学期
が っ き

に入
はい

ってから、雪
ゆき

あそびや大縄
おおなわ

大会
たいかい

の練習
れんしゅう

に取
と

り組
く

むなど、みんな元気
げ ん き

にすごしていましたが、

2月
がつ

中旬
ちゅうじゅん

にインフルエンザB型
がた

が1
１

年生
ねんせい

で一
い っ

気
き

に広
ひろ

がり、学
がっ

級
きゅう

閉
へい

鎖
さ

を実
じ っ

施
し

しました。（1年生
ねんせい

17人中
にんちゅう

10

人
にん

罹患
り か ん

）6年生
ねんせい

もわずかに感染者
かんせんしゃ

が出
で

ましたが、その後
ご

全体
ぜんたい

に広
ひろ

がることなくおさまっています。 

元気
げ ん き

のバトンを春
はる

へ  
３月
がつ

は、寒
さむ

さとあたたかさが行
い

ったり来
き

たりする季節
き せ つ

です。体調
たいちょう

をくずしやすく、かぜ

や感染症
かんせんしょう

もまだまだ流行
りゅうこう

しやすい時期
じ き

ですが、これまでに身
み

につけてきた健康
けんこう

習慣
しゅうかん

が、あなたたちの体
からだ

をしっかり守
まも

ってくれるはずです。 

 卒業
そつぎょう

や進級
しんきゅう

をひかえたこの時期
じ き

、元気
げ ん き

に春
はる

をむかえられるよう、ひきつづき感染
かんせん

予防
よ ぼ う

に気
き

をつけ、「元気
げ ん き

のバトン」をつないでいきましょう。 

 

 

 

 

見
み

えないけれど・・・ 

手
て

にはウイルスがついていると思
おも

っていい！ 

 

 

 

 

 

 

 

見
み

えないけれど・・・ 

空
くう

気
き

中
ちゅう

にただよっていると思
おも

っていい！ 

   

 

 
 

 

峰山小学校 ほけんだより 

令和８年３月３日 

 

 

こまめに石
せっ

けんで手
て

を洗
あら

い、ウイルスを洗
あら

い流
なが

そう！ 

２学期
が っ き

に実施
じ っ し

した“手
て

の汚
よご

れチェック
ち ぇ っ く

”（児童
じ ど う

保健
ほ け ん

体育
たいいく

委員会
いいんかい

取組
とりくみ

）で、

手
て

のどの部分
ぶ ぶ ん

に洗
あら

いのこしがあったか思
おも

い出
だ

しながら洗
あら

いましょう。 

感
かん

染
せん

症
しょう

に負
ま

けない３月
がつ

にしよう！ 

 

給 食
きゅうしょく

配膳中
はいぜんちゅう

にマスクをつけていますか？ 

峰山
みねやま

小
しょう

は教
きょう

室内
しつない

で給食
きゅうしょく

を配
はい

ぜんするので、飛
ひ

まつ（つば）を飛
と

ば

さないために、当番
とうばん

の人
ひと

以外
い が い

もマスク
ま す く

をつけます。衛生的
えいせいてき

にすごす、

感染症
かんせんしょう

を予防
よ ぼ う

するために大切
たいせつ

なことなので、忘
わす

れずにつけましょう。 

おおうちの方へ 
マスク忘れのため、保健室の

マスクを渡すことが度々ありま

す。右記の理由により、配膳中

はマスクが必要ですので、忘れ

ず持たせてください。 



令和７年度 心・体・命の学習の様子 

 

子どもたちが安心して成長していくためには、「自分を大切にすること」と「相手を大切にすること」の両

方を学んでいくことが大切です。心・体・命の学習（性に関する教育）は、体のことだけでなく、心のあり方や

人との関わり方を学ぶ“生きる力”の教育でもあります。 

 

 

 

 

 

 

 
                         

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人との関わり方を学ぶ 

相手の気持ちを想像する力、SNS での

関わり方など、これからの社会を生きる

うえで欠かせない力です。 

 

 

性の多様性（ジェンダー）を理解する 

性のあり方は多様である。「みんなちがっていい」

という価値観は、子どもが安心して自分らしくいられ

る土台になります。 

６ 

 

 

命を大切にする心を育てる  

「自分は大切な存在だ」という感覚は、心の安全

基地となり、他者への思いやりにもつながります。 

 

 

体の仕組みを知り、自分を守る力を育てる 

体の知識は、子どもが自分の体を大切にするための 

基礎です。 

 

         ３年 体の仕組み働き 

 

 

 

自分を大切に、相手も大切にすることを学ぶ 

１年 おへそってなあに 

２年 おなかの中の赤ちゃん 

３年 体の仕組み 

４年 育ちゆく体 

（第二次性徴） 

５年 性被害・SNS被害から身を守る 

６年 多様な性 

自分らしさ 

 気持ちの良い人間関係を考える 

（スクールカウンセラー心の教育） 

 

６年 多様な性 学習後の児童感想 
 

ぼくは、今日の学習でいろいろな性について考えること

ができました。「男らしさ」「女らしさ」というのは、人それ

ぞれ違うと思うし、「〇〇だから〇〇」と決めつけるのもよ

くないから、なりたい自分になればいいと思いました。 

みんながこういうふうに生きていくためには、自分自身

が、自分を大切にし、相手のことも大切にしていくことが

一番大事なことだと思いました。 


